
高
橋
宏
幸
賞
優
秀
作
品
展
・

高
橋
宏
幸
原
画
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

標
記
展
示
会
に
つ
い
て
は
、
応
募

者
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
か

ら
の
ご
協
力
の
も
と
、
東
由
利
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
「
ぷ
れ
っ
そ
」
と
市
文

化
交
流
館
「
カ
ダ
ー
レ
」
の
各
会
場

で
、
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
今
回
分
を
含
む
感
想
画
の

部
受
賞
作
品
と
高
橋
宏
幸
先
生
原
画

作
品
等
を
閲
覧
出
来
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
「
高
橋
宏
幸
賞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
美
術
館
」

が
公
開
中
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員

勤
続
表
彰
に
つ
い
て

１
月
８
日
の
出
初
式
に
お
い
て
、

勤
続
年
数
に
応
じ
て
消
防
団
員
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

東
由
利
分
団
の
表
彰
者
は
次
の
通

り
で
す
。

▼
有
功
章

鈴
木

紀
貴(

５
部
１
班
班
長)

小
松

哲
也(

５
部
２
班
班
長)

▼
永
年
勤
続
章(

35
年
以
上)

佐
々
木

善
永

(

分
団
長)

遠
藤

勝(

副
分
団
長)

斎
藤

眞
一(

１
部
１
班
団
員)

遠
藤

茂(

４
部
１
班
団
員)

▼
永
年
勤
続
章(

30
年
以
上)

遠
藤

賢
志(

４
部
部
長)

遠
藤

基(

４
部
４
班
団
員)

遠
藤

育
英(

５
部
部
長)

▼
永
年
勤
続
章(

25
年
以
上)

小
松

嘉
和(

２
部
部
長
）

太
田

久
隆(

４
部
１
班
団
員)

遠
藤

利
美(

４
部
４
班
団
員)

小
野

弘
通(

５
部
３
班
班
長)

▼
永
年
勤
続
章(

20
年
以
上)

横
山

和
幸(

１
部
２
班
班
長
）

佐
藤

秀
俊

(

３
部
２
班
団
員)

小
笠
原

裕
樹(

４
部
２
班
団
員)

▼
勤
続
章(

10
年
以
上)

佐
藤

寿
幸(

１
部
１
班
班
長
）

伊
東

圭
介(

４
部
１
班
団
員)

畑
山

和
則(

５
部
１
班
団
員)

大
平
ス
キ
ー
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

現
在
、
積
雪
が
不
足
し
て
お
り
、

営
業
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
天
候
に
よ
り
、
営
業

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
由

利
本
荘
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
、
大
平
ス
キ
ー
場
の
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課

商
工
観
光
班

69-

２
１
１
６
）

HIGASHIYURI SOUGOUSHISHO DAYORI

総合支所だより

第４７６号

２０２４
1月15日発行

東由利老方

字橋脇112
由利本荘市

東由利総合支所

12月31日現在住民基本台帳 1,162世帯・2,804人（男1,401人・女1,403人）前月比 11人減

１

令和

６年

由利本荘市公式サイト東由利地域の情報ページ https://www.city.yurihonjo.lg.jp/1001506/1001551/1001583/1001693

「ぷれっそ」での

優秀作品展の様子

出初式で分列行進する東由利分団

https://www.city.yurihonjo.lg.jp/1001506/1001551/1001583/1001693


「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
補

助
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

市
民
が
行
う
地
域
づ
く
り
を
応
援

し
ま
す
。
事
業
を
検
討
し
て
い
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東
由
利
地
域
で
は
軽
ト
ラ
市
、
大

平
ス
キ
ー
場
冬
ま
つ
り
、
雪
中
キ
ャ

ベ
ツ
収
穫
体
験
な
ど
で
補
助
金
が
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
助
の
条
件
等
は
「
広
報
ゆ
り
ほ

ん
じ
ょ
う
」
１
／
15
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

振
興
班

69-

２
１
１
０)

冬
期
間
の
水
道
管
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
期
間
に
な
る
と
水
道
管
凍
結
事

故
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
、

次
の
場
合
は
凍
り
止
め
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
気
温
が
下
が
り
そ
う
な
就
寝
前

・
長
期
間
家
を
空
け
る
前

・
会
館
等
公
共
施
設
を
使
用
し
た
後

凍
結
防
止
対
策
と
し
て
、
凍
り
止
め

の
他
、
屋
外
の
蛇
口
や
水
道
管
に
は

保
温
材
や
古
い
毛
布
な
ど
を
巻
き
つ

け
て
保
温
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

水
道
管
が
凍
結
す
る
と
水
が
出
な

く
な
る
こ
と
の
ほ
か
、
修
理
に
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
凍

結
に
よ
る
漏
水
で
も
水
道
料
金
が
発

生
し
ま
す
。
万
が
一
、
漏
水
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
必
ず
由
利
本
荘
市

指
定
の
工
事
店
へ
依
頼
し
、
修
理
し

て
く
だ
さ
い
。

（
上
下
水
道
事
務
所

69-

２
１
１
５
）

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

東
由
利
総
合
支
所
で
は
、
日
常
生

活
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
回
避
す

る
目
的
で
、
雪
捨
て
場
を
次
の
と
お

り
指
定
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
利
用
期
間

１
月
～
３
月
下
旬

▼
指
定
場
所

①
東
由
利
総
合
支
所
南
側
駐
車
場

②
大
平
ス
キ
ー
場
駐
車
場

（
入
口
右
側
）

③
旧
住
吉
プ
ー
ル
跡
地

④
西
山
工
業
団
地
奥

▼
注
意
事
項

○
指
定
雪
捨
て
場
に
は
各
自
で
搬
入

し
、
奥
か
ら
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

○
木
く
ず
や
そ
の
他
雑
物
の
混
入
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
故
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課

建
設
班

69-

２
１
１
５
）

～
東
由
利
社
協
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

家
族
介
護
者
交
流
会

～
七
宝
焼
き
体
験
教
室
～

▼
日
時

２
月
５
日
（
月
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場

鶴
舞
会
館

３
階

講
堂

▼
内
容

七
宝
焼
き
体
験
教
室

(

当
日
は
２
個
作
る
予
定
で
す)

▼
参
加
費

無
料

▼
対
象

在
宅
で
介
護
を
要
す
る
方

(

要
介
護
１
～
５)

を
現
に
介
護
し
て

い
る
家
族

▼
申
込
締
切

１
月
29
日
（
月
）

※
送
迎
も
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ

由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
協
議
会

東
由
利
支
所
（
69-

２
１
３
５
）

２

油の流出に注意！

ホームタンクでの小分け作業中や配管
の破損による灯油の流出事故が多発して
います。特に除雪作業時には灯油の配管
に注意してください。また、ホームタン
クの灯油の減りが早いと感じた場合は配
管を確認してください。
油流出事故を起こすと、油の拡散防止

対策（オイルフェンスの設置）や回収
（吸着マット）に費用がかかり、河川へ
の流出により魚等の生態系や上水道に影
響を及ぼします。
その際の費用は事故を起こした原因者

の負担となり、秋田県内では17万円から3
2万円の事例があります。
事故を起こした場合は、被害が広がる

前に速やかに市役所や消防署に連絡して
ください。

市民サービス課 市民福祉班
６９ー２１１７


